
●

「実
験
科
学
十
を
通
し
て
、
「理
の
心
」

で
物
事
の
本
賀
を
見
つ
め
る

「料
筆
者

の
目
」
を
養
う

０

「寿
屋
■
サ
ン
ト
リ
Ｉ
Ｈ

「新
し
い
文

化
」
の
提
供
」
と
い
チ
園
式
で
、
消
費

者
の

「感

・
夢

・
欲
望
」
に
訴
え
、
大

き
な
効
果
を
生
む

０

「十
人
に

一
人
ぐ
ら
い
は
、
変
わ
っ
た

味
の
ビ
ー
ル
を
選
ぶ
は
ず
だ
」
と
逆
転

発
想
、
「純
生
」
で
成
功
す
る

「工
ト
ヴ
ア
ス
・
ノ
イ
エ
ス
」
を
教
え
ら
れ
る

サ
ン
ト
リ
ー
の
二
代
目
社
長
だ
っ
た
佐
治

敬
三
は
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
十

一
月

一

日
、
父

・
鳥
井
信
治
郎
、
母

・
ク
ニ
の
二
男

と
し
て
大
阪
市
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、

第

一
次
世
界
大
戦

（
一
九

一
四
か
ら

一
九

一

八
）
の
戦
勝
ブ
ー
ム
で
好
景
気
だ

っ
た
。
鳥

井
家
は
、
裕
福
だ

っ
た
。
阪
急
電
鉄
宝
塚
線

の
雲
雀
丘
花
屋
敷
に
建
て
て
い
た
洋
館
を
含

む
邸
宅
で
育
て
ら
れ
た
。

大
阪
府
立
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
通
い
、

中
学
高
等
学
校

一
員
の
七
年
制
学
校
の
旧

制

・
浪
速
高
校
に
進
学
し
た
。
母
方
の
佐
治

家
を
継
ぎ
、
養
子
縁
組
で
佐
治
姓
に
な
っ
た
。

け
れ
ど
も
生
活
は
変
わ
ら
ず
、
両
親
や
兄
弟

と
と
も
に
暮
ら
し
た
。

昭
和
十
五
年

（
一
九
四
①
）
、
浪
速
高
校

理
科
乙
類

（ド
イ
ツ
系
）
を
卒
業
し
、
大
阪

帝
国
大
学

（現

・
大
阪
大
学
）
理
学
部
化
学

科
に
進
学
し
た
。
こ
の
年
、
兄

。
鳥
井
吉
太

郎
が
三
十

一
歳
の
若
さ
で
急
死
し
た
。
こ
の

た
め
、
敬
三
は
、
実
質
的
な
長
男
と
し
て
父

の
事
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
理
学
部
に

進
学
し
た
の
は
、
家
業
に
役
立
つ
学
問
を
し

よ
う
と
い
う
意
志
が
働
い
て
い
た
。
研
究
室

に
こ
も
り
、
薬
品
相
手
に
化
学
反
応
を
観
察

し
、
じ
っ
く
り
成
果
を
待
つ
生
活
を
続
け
た
。

い
わ
ゆ
る

「実
験
科
学
」
を
通
し
て
、
「理

の
心
」
で
物
事
の
本
質
を
見
つ
め
る

「科
学

者
の
目
」
が
養
わ
れ
た
。
研
究
室
の
小
竹
無

二
雄
教
授
か
ら
、

「
エ
ト
ヴ
ァ
ス
・
ノ
イ
エ
ス

（何
か
新
し
い

こ
と
こ
と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
教
え
ら
れ
た
。
「日
々

新
し
い
こ
と
を
探
し
求
め
て
生
き
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
敬
二
の
一
生
を
通
じ

る

「生
き
方
」
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。

科
学
雑
誌

「ホ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
創
刊
す
る

そ
の
翌
年
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
戦

局
厳
し
い
な
か
大
学
を
二
年
半
の
短
縮
で
卒

業
し
、
海
軍
を
志
願
し
、
技
術
将
校

（技
術

科
士
官
）
と
し
て
入
隊
し
た
。
二
十
二
歳
だ

っ
た
。
幸
い
、
内
地
勤
務
だ
っ
た
。
終
戦
と

と
も
に
、
大
阪
に
帰
り
、
復
員
し
、
父
が
経

営
し
て
い
た

「寿
屋
」
に
入
っ
た
。

「日
本
が
戦
争
に
負
け
た
の
は
、
科
学
研
究

と
普
及
を
怠
っ
た
か
ら
だ
」

父
に
提
案
し
て
、
社
費
を
投
じ
て
、
科
学

雑
誌

「
ホ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
創
刊
し
、

自
ら
編
集
に
も
携
わ
っ
た
。

「科
学
の
面
白
さ
と
知
識
を
家
庭
の
主
婦
に

も
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
た
い
」

そ
う
意
気
込
ん
だ
も
の
の
、
発
行
部
数
は

仲
び
ず
、
赤
字
を
背
負
い
、
廃
刊
に
追
い
込

ま
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
情
熱
は
、

後
に
Ｐ
Ｒ
雑
誌

「洋
酒
天
国
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
、
二
十
歳

の
と
き
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

「宣
伝
部
立
て
直
し
」
を
決
意
す
る

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
、
統
制
解

除
と
な
リ
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
自
由
競
争
が
始
ま

っ
た
。
寿
屋
は
、
こ
の
年
、
「
サ
ン
ト
リ
ー

ウ
イ
ス
キ
ー
オ
ー
ル
ド
」
を
発
売
し
、
生
産

能
力

（工
場
）
の
拡
大
と
広
告
宣
伝
に
力
を

入
れ
た
。
寿
屋
は
、
銀
行
融
資
に
も
恵
ま
れ
、

大
分
県
や
神
奈
川
県
内
に
生
産
施
設
を
増
設

し
た
。

敬
三
は
、
専
務
と
し
て
と
く
に

「広
告
宣

伝
」
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
二
十
六

年

（
一
九
五

一
）
当
時
、
宣
伝
部
に
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
、

各

一
人
の
わ
ず
か
二
人
い
る
だ
け
だ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
敬
二
は
、

「優
秀
な
人
材
を
集
め
て
、
宣
伝
部
を
立
て

直
そ
う
」

と
決
意
し
た
。
世
の
中
は
、
焦
土
か
ら
這

い
上
が
ろ
う
と
、
よ
う
や
く
活
気
づ
い
て
き

て
い
た
。
寿
屋
と
し
て
も
、
こ
の
勢
い
に
乗

り
、
「サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
オ
ー
ル
ド
」

回



を
大
々
的
に
販
売
し
て
い
く
う
え
で
、
「商

品
ア
ピ
ー
ル
」
が
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

社
員
）
の
紹
介
で
入
社
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
逸
材
の
活
躍
に
よ
り
、
宣
伝
部

は
大
い
に
活
気
づ
き
、
Ｐ
Ｒ
雑
誌

「洋
酒
天

国
」
や
イ
ラ
ス
ト

「
ト
リ
ス
の
お
じ
さ
ん
」

な
ど
を
発
信
し
た
。

「専
務
、
こ
れ
か
ら
は
東
京
で
っ
せ
」

そ
の
こ
ろ
、
開
高
が
敬
三
に
言
っ
た
。

「専
務
、
こ
れ
か
ら
は
東
京
で
っ
せ
。
宣
伝

部
を
東
京
に
移
し
ま
へ
ん
か
」

寿
屋
の
東
京
支
社
は
当
時
、
日
本
橋
に
あ

っ
た
。
昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
）
、
宣

伝
部
を
そ
こ
へ
移
し
た
。
そ
の
一
年
後
の
昭

和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
、
出
版
社
の
編

集
者
を
し
て
い
た
山
口
瞳

（昭
和
三
十
八
年
、

「江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
」
で
直
木
賞

受
賞
）
が
途
中
入
社
し
て
き
た
。
開
高
が
芥

川
賞
を
受
賞
し
作
家
業
が
多
忙
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
後
任
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
寿
屋

は
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六

一
）
、
「人
間
ら

し
く
や
り
た
い
ナ
」
（作

・
開
高
健
、
新
聞

広
告
）
「ト
リ
ス
を
飲
ん
で
Ｈ

ａ
ｗ
ａ
ｉ
ｉ

へ
行
こ
う
！
」
（作

・
山
口
瞳
、
ポ
ス
タ
ー
）

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

・
コ
ピ
ー
は
、
「寿
屋
＝

サ
ン
ト
リ
ー
＝

「新
し
い
文
化
」
の
提
供
」

と
い
う
図
式
で
、
消
費
者
の

「感

。
夢

・
欲

望
」
に
訴
え
、
大
き
な
効
果
を
生
ん
だ
。

「電
波
メ
デ
ィ
ア
」
に
目
を
向
け
る

佐
治
敬
三
は
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五

一
）
、

ラ
ジ
オ
の
民
間
放
送
が
開
始
さ
れ
る
や

「電
波
メ
デ
ィ
ア
」
に
よ
る
宣
伝
広
告
の
効

果
に
も
目
を
向
け
、
社
内
の
反
対
論
を
押
し

切
り
、
早
く
か
ら
乗
り
出
し
て
い
た
。
昭
和

二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
、
テ
レ
ビ
の
民
間

放
送
が
始
ま
る
と
、
直
に
ス
ポ
ン
サ
ー
番
組

を
手
が
け
た
。

寿
屋
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
主
な
番

組
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

◇

「百
万
人
の
音
楽
」

（ラ
ジ
オ
東
京
＝
現

在
の
Ｔ
Ｂ
じ

◇

「今
日
と
明
日
の
天
気
」
（日
本
テ
レ
ビ
）

◇

「
ロ
ー
ハ
イ
ド
」

「ト
リ
ス
パ
ー
」
「サ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
」
が
広
が
る

こ
う
し
た

「印
刷
媒
体
」
「電
波
媒
体
」

に
よ
る
宣
伝
広
告
の
効
果
が
、
日
本
社
会
の

隅
々
に
浸
透
し
て
い
く
な
か
で
、
全
国
に

「ト
リ
ス
バ
ー
」
「サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
」
が
物

凄
い
勢
い
で
広
が
っ
て
行
き
、
日
本
人
の
生

活
を
変
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
社
会
現
象
を
巻

き
起
こ
し
た
。

こ
れ
は
、
統
制
解
除
の
直
後
に
東
京
都
豊

島
区
池
袋
の
久
間
瀬
巳
之
助
と
い
う
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
提
案
が
、
キ
ッ
カ
ケ
だ

っ
た
と

い
う
。
敬
三
は
、
著
書

「
へ
ん
こ
つ
　
な
ん

こ
つ
―
私
の
履
歴
書
」
の
な
か
で
、
経
緯
を

明
か
し
て
い
る
。

「私
は
ス
タ
ン
ド
バ
ー
を
や
り
た
い
。
し
か

も
ト
リ
ス
ハ
イ
ボ
ー
ル

一
本
、
お
つ
ま
み
も

塩
ま
め
だ
け
。
均

一
価
格
七
十
円
」

こ
の
久
間
瀬
の
提
案
に
、
敬
三
は
敏
感
に

即
応
し
て
、
コ
ン
セ
プ
ト

（基
本
概
念
）
を

「ち
ょ
っ
ぴ
り
洋
風
」
に
絞
り
込
み
、
全
国

各
地
に

「
ト
リ
ス
バ
ー
」
「サ
ン
ト
リ
ー
バ

ー
」
を
次
々
に
展
開
し
、
絶
頂
期
に
は
約
二

万
五
〇
〇
〇
軒
も
の
ス
タ
ン
ド
バ
ー
を
設
置

し
て
い
る
。

「ウ
ィ
ス
キ
ー
文
化
」
が
日
本
に
確
立
す
る

「お
酒
を
飲
み
な
は
れ
、
オ
モ
ロ
イ
文
化
を

つ
ま
み
に
し
て
」

敬
三
は
、
い
つ
も
口
癖
に
し
て
い
た
。
こ

の
言
葉
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
「
ウ
ィ
ス
キ

ー
文
化
」
が
日
本
に
確
立
さ
れ
て
行
っ
た
。

佐
治
敬
三
は
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六

一
）
、

四
十
二
歳
に
し
て
二
代
目
社
長
に
就
任
し
て

い
る
。
こ
の
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
を
開

館
し
、
「文
化
」
へ
の
関
心
の
深
さ
を
世
に

示
し
、
サ
ン
ト
リ
ー
と
文
化
の
結
び
つ
き
を

よ
り
印
象
づ
け
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。

「わ
し
は
何
も
言
わ
ん
。
や
っ
て
み
な
は
れ
」

さ
ら
に
敬
三
は
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六

〇
）
、
ビ
ー
ル
業
界
へ
の
進
出
を
決
断
す
る
。

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
、
四
十
四
歳

の
と
き
、
社
名
を

「寿
屋
」
か
ら

「サ
ン
ト

リ
ー
株
式
会
社
」
に
変
更
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
「サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
」

を
発
売
し
、
「日
本
麦
酒
」
（現
在
の
サ
ッ
ポ
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ロ
ビ
ー
ル
）
と

「朝
日
ビ
ー
ル
」

（現
在
の

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）
、
麒
麟
麦
酒
の
三
社
寡
占

体
制
だ

っ
た
ビ
ー
ル
業
界
に
殴
り
込
み
を
か

け
て
い
る
。

ビ
ー
ル
業
界
へ
の
参
入
は
、
決
し
て
生
易

し
い
事
業
で
は
な
く
、
前
途
に
幾
多
の
困
難

や
苦
労
が
待
ち
構
え
て
い
る
の
は
、
日
に
見

え
て
い
た
。

八
十

一
歳
で
静
養
中
の
父

・
信
治
郎
に
報

告
し
た
と
こ
ろ
、
父
は
、

「わ
し
は
何
も
言
わ
ん
。
や
っ
て
み
な
は
れ
」

と
答
え
た
と
い
う
。
予
想
通
り
、
三
社
寡

占
体
制
に
食
い
込
む
の
は
、
至
難
の
技
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
大
阪
財
界
の
大
物
で
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
の
山
本
為
二
郎
社
長
と
親
し
い
問

柄
と
い
う
口
実
に
よ
り
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

流
通
に
相
乗
り
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
一
銘
柄
と

い
う
厳
し
い
条
件
付
で
あ
っ
た
。　
一
足
早
く
、

ビ
ー
ル
業
界
へ
の
進
出
を
試
み
て
い
た

「宝
酒

造
」
は
、
流
通
機
構
を
確
保
で
き
ず
、
発
売

か
ら
十
年
後
の
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
、

完
全
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
ビ
ー
ル
に
め
ぐ
り
含
う

こ
れ
に
対
し
て
、
敬
三
は
、
粘
り
強
く

「突
破
口
」
を
開
こ
う
と
懸
命
に
な

っ
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
前
途
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
、

寡
占
体
制
に
あ
る
三
社
が
持
つ
既
成
の

「有

名
ブ
ラ
ン
ド
」
と

「規
格
大
量
生
産
」
「巨

大
流
通
機
構
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
消
費
者
か
ら

「新
し
い
サ
ン
ト
リ
ー
ビ

ー
ル
を
飲
ん
で
も
、
味
は
サ
ッ
ポ
ロ
、
ア
サ

ヒ
、
キ
リ
ン
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

評
価
を
得
た
い
と
い
う
願
望
そ
の
も
の
に
あ

っ
た
。
既
成
の
商
品
と
同
じ
も
の
を
追
っ
て

い
た
の
で
は
、
「既
成
商
品
で
十
分
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

敬
二
は
、
「ビ
ー
ル
研
究
」
の
た
め
、
作

家
活
動
を
し
て
い
た
開
高
健
を
伴
い
ビ
ー
ル

技
術
者
と
二
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
す
る
な

か
で
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
し

て
デ
ン
マ
ー
ク
の
ビ
ー
ル
に
め
ぐ
り
合
う
。

そ
れ
は
、
寡
占
三
社
が
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
風

ビ
ー
ル
を
基
調
と
し
て
い
た
の
と
は
、
ひ
と

味
も
ふ
た
味
も
違

っ
て
し
い
た
。

「同
じ
よ
う
な
も
の
を
作

っ
て
い
た
の
で
は
、

ダ
メ
だ
」
、

逆
転
の
発
想
か
ら
、
敬
三
は
、
こ
う
思
っ
た
。

「十
人
に

一
人
ぐ
ら
い
は
、
変
わ

っ
た
味
の

ビ
ー
ル
を
選
ぶ
は
ず
だ
」

そ
こ
で
、
「
生
ビ
ー
ル
」
に
注
目
し
た
。

も
ち
ろ
ん
当
初
は
、
苦
戦
の
連
続
だ

っ
た
。

消
費
者
は
、
「生
ビ
ー

ル
」
に
馴
染
み
は
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

「サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
は
、
味
が
薄
い
」

「中
身
も
薄
い
の
と
ち
ゃ
う
か
」

「ウ
ィ
ス
キ
ー
の
臭
い
が
す
る
」

な
ど
と
散
々
ケ
チ
を
つ
け
ら
れ
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
宣
伝
部
ゆ
か
り
の
人
々
を
総
動
員

し
か
し
、
こ
こ
は
、
踏
ん
張
り
ど
こ
で
あ

る
。
敬
三
は
、
こ
の
新
し
い
ビ
ー
ル

「純
生
」

に
社
運
を
か
け
続
け
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
築
い

て
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
動
員
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
な
か
で
威
力
を
発
揮
し
た
の
が
、

言
う
ま
で
も
な
く

「広
告
宣
伝
力
」
だ

っ
た
。

イ
ラ
ス
ト
の
柳
原
良
平
、
芥
川
賞
作
家
の
開

高
健
、
直
木
賞
作
家
の
山
口
瞳
は
も
と
よ
り
、

サ
ン
ト
リ
ー
宣
伝
部
ゆ
か
り
の
人
々
を
総
動

員
し
て
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に

「ビ
ー
ル
の
飲
み
方
」
か
ら

「楽
し
み

方
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「文
化
性
」
を
取
り

入
れ
て
、
「
純
生
」
を
普
及
し
て
行

っ
た
。

容
器
の
多
様
化
に
も
努
め
、
究
め
つ
け
は
家

庭
用

「ナ
マ
樽
」
だ

っ
た
。　
一
世
を
風
靡
す

る
ま
で
に
な
る
。

「お
も
ろ
い
や
ん
か
」

も
う

一
つ
、
決
定
打
は

「顔
の
見
え
る
営

業
」
の
展
開
で
あ
る
。
「全
社
員
セ
ー
ル
ス

マ
ン
作
戦
」
に
よ
り
、
敬
三
自
ら
、
店
頭
に

立

っ
て
、
「純
生
」
を
消
費
者
に
勧
め
た
。

こ
れ
ら
の
作
戦
が
功
を
奏
し
た
の
は
、
言
う

ま
で
も
な
い
。
敬
三
は
、
社
員
の
思
い
つ
き

や
提
案
に
、

「お
も
ろ
い
や
ん
か
」

と
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
実
行
さ
せ
た
。

父

・
信
治
郎
の

「や
っ
て
み
な
は
れ
」
「み

と
く
ん
な
は
れ
」
精
神
を
心
底
か
ら
受
け
継

ぎ
、
最
期
ま
で
実
践
し
続
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
平
成
十

一
年

（
一
九
九
九
年
）
、
肺
炎

の
た
め
逝
去
し
た
。
八
十

一
歳
で
あ
っ
た
。

〔取
材

・
写
真
協
力
〕

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
　
広
報
部

英
憲

（い
た
が
き
二
え
い
け
ん
）
略
歴

昭
和
二

一
年
八
月
七

日
広
島
県
県
市
生
ま
れ
。

中
央
大
学
法
学
部
卒
業
、

海
上
自
衛
隊
幹
郡
候
補

生
学
校
を
経
て
、
毎
日

新
聞
東
京
本
社
に
入
社
、
社
会
部
、
浦
和
支
局
、

政
治
部

・
経
済
部
に
配
属
。
福
日
首
相
、
大
平
首

相
番
記
者
、
通
産
省
、
東
京
証
券
取
引
所
な
ど
を

担
当
。
昭
和
六
〇
年
六
月
、
評
論
家
と
し
て
独
立
。

著
書
は

「
孫
の
二
乗
の
法
則
―
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
孫

正
義
の
成
功
哲
学
」
（株
式
会
社
サ
ン
ガ
刊
）
な

ど
現
在

一
一
〇
冊
を
数
え
、
年
間
講
演
回
数
は
二

〇
〇
回
に
及
ぶ
。

●談笑する信治郎と敬三

● トリスを飲んでHawaliヘ

イ子こう 1

キャンペーン広告

回


